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研究成果の概要 

 

市場支配的事業者規制、とりわけ私的独占、それに至らない不公正な取引方法、優越的地位の

濫用に対する規制について解釈論、課徴金導入に関係する立法論を提言した。また市場支配的

事業者を形成、強化等するおそれのある企業結合規制の分析方法、ネットワークに関係する市

場における競争上の規制の比較法研究の成果を公表した。さらに、モバイル市場の競争のあり

方等の事業法と競争法の交錯について研究成果を公表した。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 1,000,000 0 1,000,000 

２００７年度 900,000 270,000 1,170,000 

２００８年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度  

  年度  

総 計 2,700,000 510,000 3,210.000 
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１．研究開始当初の背景 

 
独占禁止法を中心とした競争法の役割が

増すとともに、伝統的になされた個別事業法
の規制において競争法の分析手法および競
争法的な規制手法が用いられるようになっ

ている。前者では、独禁法は事業分野に特有
な問題に対応して法適用されることが求め
られている。後者では、総務省等の政府規制
において競争法の手法を取り入れつつあり、
競争評価等も行われ始めており、競争法によ
る分析が重要となっている。 



２．研究の目的 
 
 
 研究代表者は、市場支配力および市場支配
的地位、ＥＣの有効競争レビュー、日本の競
争評価等について研究の蓄積を積んできた。
これらの研究を踏まえ、競争法上の市場支配
的事業者規制の検討、さらにこれらの手法を
用いて規制分野への競争の導入につて研究
を行う。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
 
(1) 事業法と競争法のインタフェイスにつ
いて、基礎的な研究を行う。まず、支配的事
業者に対する規制について、比較法、立法史
を含めて研究する。 
 
(2) 事業法と競争法の規制について支配的
事業者の形成、強化に関する企業結合規制に
ついて検討する。 
 
(3) 事業法と競争法の相互関係・インターフ
ェイスについて、比較法を中心に研究する。 
 
(4) 総務省のモバイルビジネス研究会等を
通じて携帯電話市場においていかなる規制
が必要かどうかについて、販売奨励金、シム
ロック、MVNO 等のあり方について検討を行う。 
 
 
 
４．研究成果 
 
 
(1) 私的独占、それに至らない不公正な取引
方法、優越的地位の濫用に対する規制につい
て解釈論、課徴金導入に関係する立法につい
て、日本経済法学会年報等に成果を示し、さ
らに内閣府の報告書を対象に具体的な立法
提案について検討を行った結果を公表した
（論文④⑤）。さらに、共著『競争の戦略と
政策』（図書④）を公表し、補完財商品供給
者間の垂直的統合および垂直的契約が競争
政策および経済政策でどう評価されるかを
検討した。共著『1947 年独占禁止法の形成と
成立―原始独禁法における主要規定の制定
過程―』（論文⑩）では、立法史の研究を行
い、私的独占規制および事業法規制と独禁法
の関係に関して独禁法制定者がどのように
考えていたかを第 1次資料を網羅的に検討し
て明らかにした。共著「原始独占禁止法の制
定過程と現行法への示唆－公取委の組織，司
法制度，損害賠償，刑事制度－」（論文②）

では、独禁法制定時における日米の立案担当
者の考え方を明らかにした。 
 
(2) 市場支配的事業者の認定に関する問題
として、順位、シェア以外の要因である参入、
輸入、隣接市場からの競争圧力、買い手の競
争圧力、効率性、経営状態について、この点
が取り上げられる企業結合規制における解
釈および相談事例の具体的な分析を行い、
『企業結合ガイドラインの解説と分析』（図
書①）として出版をした。 
 
(3) 事業法と競争法の相互関係・インターフ
ェイスについて、根岸、川濱と共編著として
『ネットワーク市場における技術と競争の
インターフェース』（有斐閣）を刊行した（図
書③）。これは、ネットワーク効果が関わる
公益事業、その他の産業において競争法の分
析がいかになされるかを、独禁法、事業法の
規制の両方に対象に、比較法を含めて総合的
に研究した成果である。不可欠施設に係る法
規制を独禁法の中に導入しようとして挫折
した立法提案について、法動態学の観点から
検討を行った論文を公表した（図書②） 
 
(4)携帯電話市場における、販売奨励金、シ
ムロック、MVNO 等のあり方について論稿を公
表した（論文⑦） 
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